
8月2日（土）、3日（日）に実施された「立命館大学オープンキャンパス」。
天候が心配されましたが、両日ともたくさんの方々にお越しいただきました。
スーツケースをお持ちの方も多く、遠方からも足を運んでくださり、暑い中、
立命館大学にお越しいただき、誠にありがとうございました！
さて、法学部でもさまざまな企画を行いました。

「法学部紹介」では、教員および在学生・卒業生から、法学部での学びや
法学部の魅力についてお伝えしました。そして、「法学部模擬授業」では、
初日は、①「６０分！早分かり“憲法” －表現の自由 こ・と・は・じ・め－」と、
②「民法・家族法 父母の離婚とこども ～もしも家族・親子とは何か、考えてみよう～」、
２日目は、①「契約に関する法 ～もしも購入した商品が自分のほしいものと違っていたら～」と、
②「刑法の現実と理論 －正当防衛の事例から学ぶ－」の、計４本立てでお届けし、皆様に
法学部の授業のひとコマを体験していただきました。 いかがでしたか？



もしかしたら、授業を聞いて「難しそう・・・」と感じた方もいらっしゃるかも
しれません。法律は、接点を感じることはあまりなくても、何気なく送る
日々の生活と深いかかわりを持っています。そのあたりをちょっとでも
感じていただけたなら、これほど嬉しいことはありません。

立命館大学の特長のひとつは、近畿圏外の出身学生が多い点。
法学部も例外ではありません。全国から、多様な学生が集まる立命館大学法学部には、
仲間と共に学び、成長できる、そんな学習環境がたくさん用意されています。

もし、立命館大学法学部に興味を持っていただけたなら、「法学部ＨＰ」や
「法学部パンフレット」も見てみてください。そして春からはぜひ立命館大学法学部へ！

法学部教職員そして在学生一同、

また皆さんにお会いできることを心待ちにしております！


